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が
（
大
化
改
新
と
源
倉
堺
府
の
成
立
）
、
一
般
に
は
、

最
初
に
御
こ
と
わ
り
し
た
き
こ
と
は
、
標
題
中
の
四
ロ
・
東
国
の
地
域
的
概
念
に
就
て
で
あ
る
。
石
井
良
助
氏
に
詳
し
い
考
訓
が
あ
る

日
本
を
二
分
し
、

畿
内
を
含
め
た
そ
れ
以
四
を
西
国
、

が
多
い
様
て
あ
る
。
本
稿
て
は
京
都
・
奈
良
周
辺
を
巾
心
と
す
る
畿
内
を
中
間
連
帯
と
し
て
別
に
設
け
、
そ
の
以
東
の
中
部
•
関
東
・
奥

羽
地
方
等
を
東
国
、
畿
内
を
除
く
以
西
則
ち
巾
国
・
四
国
・
九
州
害
を
四
国
と
し
て
便
宜
的
に
使
用
し
た
い
。
但
し
四
国
に
就
て
は
殆
ん

ど
触
る
A
も
の
な
く
、
と
く
に
九
州
を
巾
心
と
し
て
考
察
し
た
い
。
更
に
、
論
述
の
重
心
を
文
化
交
流
の
前
提
に
お
き
、
文
化
交
流
の
実

態
に
就
て
は
一
応
、
広
汎
に
触
る
A
も
の
ヽ
、
そ
の
研
究
の
完
戊
は
将
来
を
侯
た
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

古
代
律
令
制
度
ド
に
於
て
は
、
奈
良
・
京
都
が
行
政
上
の
中
枢
地
で
あ
る
為
、
自
ら
そ
れ
は
交
通
上
の
唯
一
的
な
円
心
と
な
っ
た
。
諸

国
国
徊
か
ら
の
官
吏
・
宣
使
・
通
信
使
、
澗
庸
そ
の
他
交
易
物
資
な
ど
の
国
家
貢
納
物
及
び
そ
の
迎
送
の
衝
に
当
る
農
民
の
全
て
が
奈
良

つ
い
で
京
都
に
求
心
的
に
集
巾
し
た
。

中
世
前
斯
に
於
け
る
西
国
・
東
国
閻
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

新

城

西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提

中
世
前
期
に
於
け
る

畿
内
以
東
を
東
団
と
い
う
場
合

常
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荘
園
の
大
半
は
、
い
わ
ゆ
る
権
門
勢
家
・
大
社
寺
等
を
荘
園
領
主
化
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
す
る
が
、
こ
れ
ら
荘
園
領
主
と
荘
園
と
の

一
定
年
貢
の
収
取
関
係
が
生
れ
る
。
し
か
も
両
者
間
に
は
遠
近
を
問
わ
ず
空
間
的
距
離
が
介
在
す
る
か
ら
、
年
貢
収
取
は
、
必

然
的
に
、
輸
送
現
象
と
な
つ
て
表
現
さ
れ
る
。
し
か
る
に
荘
園
領
主
の
十
中
八
・
九
は
京
都
・
奈
良
及
び
そ
の
周
辺
に
集
住
す
る
結
果
、

荘
園
制
下
の
交
通
・
輸
送
は
律
令
制
下
と
そ
の
煩
向
を
殆
ん
ど
等
し
く
し
、
全
国
と
中
央
間
に
単
一
、
集
中
的
に
展
開
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
も
少
な
く
と
も
古
代
末
迄
、
わ
が
国
の
交
通
・
輸
送
界
は
、
荘
園
井
に
減
退
過
程
の
国
衛
領
に
関
聯
す
る
人
と
物
と
を
以
て
埋

め
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
交
通
は
殆
ん
ど
言
う
に
足
り
な
い
。

か
A

る
段
階
に
於
て
は
、
京
都
・
奈
良
な
ど
を
中
核
と
す
る
畿
内
地
方
と
い
う
厚
い
壁
を
突
き
通
し
、
そ
の
両
側
の
西
国
・
東
国
間
の

関
係
は
極
め
て
稀
薄
で
、
両
者
の
経
済
的
、
文
化
的
交
流
が
頗
る
低
調
で
あ
る
こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
。
極
言
す
れ
ば
、
西
国
と
東
国

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
孤
立
し
た
無
縁
の
二
つ
の
世
界
の
対
立
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
乍
ら
荘
園
領
主
の
存
在
地
域
は
、
必
ら
ず
し
も
畿
内
に
限
定
さ
れ
ず
、
畿
外
の
西
国
・
東
国
に
も
若
干
見
出
さ
れ
る
。
従
っ
て

東
国
の
荘
園
領
主
が
西
国
に
荘
園
を
領
し
、
反
対
に
西
国
荘
園
領
主
が
東
国
に
所
領
を
有
す
る
な
ら
ば
、

国
間
に
あ
る
程
度
、
恒
常
的
な
交
通
・
経
済
関
係
が
成
立
す
る
筈
で
あ
る
。

京
都
・
奈
良
か
ら
隔
っ
た
荘
園
領
主
に
し
て
最
大
の
も
の
は
伊
勢
神
宮
で
あ
る
が
、
同
宮
領
御
厨
・
御
園
は
鎌
倉
時
代
の
初
め
、
二
百

数
十
所
を
数
え
う
る
（
建
久
以
来
雑
々
書
）
。
し
か
し
そ
の
大
部
分
が
伊
勢
つ
い
で
東
海
地
方
に
集
中
し
、
西
国
地
方
に
は
わ
ず
か
に
五
指

を
屈
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
A

に
伊
勢
神
宮
と
西
国
間
の
荘
園
制
的
交
通
の
稀
薄
性
は
否
定
し
得
な
い
。

間
に
は
、

大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。

取
さ
る
ヽ
に
至
っ
た
。

中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

律
令
制
度
の
衰
類
・
荘
園
の
発
展
に
伴
い
、
交
通
・
輸
送
界
の
主
導
性
は
漸
次
、
荘
園
年
貢
と
そ
の
運
搬
者
井
に
荘
官
等
に
よ
っ
て
奪

そ
の
。
ヒ
ー
ク
を
な
す
の
は
古
代
末
で
あ
る
が
、
中
世
に
於
て
も
尚
、
鎌
倉
末
・
南
北
朝
期
の
商
品
流
通
の
発
展
ま
で
は
、
基
調
に
於
て

こ
の
関
係
を
介
し
て
西
国
・
東
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こ
の
伊
勢
神
宮
を
除
外
し
て
は
、
畿
外
に
は
も
は
や
大
荘
園
頌
主
は
存
在
せ
す
、
せ
い
せ
い
中
小
荘
園
領
主
を
挙
げ
う
る
に
す
ぎ
な
い

が
そ
の
大
半
が
神
社
で
あ
る
。
東
国
で
は
常
陸
店
島
社
、
下
総
香
取
社
、
尾
張
熱
田
宮
、
西
国
で
は
出
雲
大
社
、
安
芸
厳
島
社
、
筑
前
宗

像
仕
、
太
宰
府
天
満
宮
、
豊
前
宇
佐
宮
、
肥
後
阿
蘇
社
な
ど
が
そ
の
伐
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
社
領
数
、
総
面
積
共
に
、
中

央
楕
凹
に
比
し
て
格
段
に
劣
り
、

し
か
も
そ
の
大
半
が
神
社
の
周
辺
近
傍
に
集
中
し
、
遠
隔
所
領
は
見
当
ら
な
い
。

（
愛
知
県
史
一
）

例
え
ば
尾
張
熱
田
宮
で
は
、
文
和
三
年
(
-
三
五
四
）
四
月
廿
三
日
の
神
領
注
文
に
よ
れ
ば
、
平
~
時
同
宮
領
は
、
定
田
畠
三
百
二
十
九

町
、
年
貢
高
丁
二
両
九
十
一
貫
で
、
社
領
一
．
十
五
ヶ
所
を
数
え
る
が
、
そ
の
悉
く
が
尾
張
一
国
四
に
恨
ら
れ
て
い
る
。

更
に
出
雲
社
領
も
同
様
で
あ
る
。
平
安
太
な
い
し
鎌
倉
初
頭
ま
て
に
出
霊
ぃ
r雲
郎
の
遥
助
・
烏
呈
・
武
志
・
稲
岡
・
大
田
・
出
四
及
ひ

・
宮
の
七
ヶ
郷
が
成
立
し
、

そ
の
後
、
康
元
几
年
(
―
二
互
ハ
）
頃
ま
て
に
、
求
院
村
・
北
島
村
・
了
家
村
の
三
ヶ
村
が
奸
領
と
な
っ
た
。

（
四
岡
虎
之
助
氏
元
基
図
史
の
研
究
」
不
ノ
ー
所
収
、
古
仇
に
お
け
る
神
社
の
荘
嵐
）
こ
の
間
前
後
十
ニ
ヶ
郷
の
社
領
を
数
え
る
が
、
何
れ
も
本
社
の
鎖

坐
す
る
出
雲
郡
の
外
に
で
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
九
州
て
は
、
宗
像
社
の
社
領
二
十
数
ヶ
所
を
算
す
る
が
、
こ
れ
亦
そ
の
大
半
が
近
傍
に

か
た
ま
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
比
す
れ
ば
、
筑
前
太
宰
府
丈
沿
宮
頒
や
、
喪
前
宇
佐
宮
領
な
ど
は
、

州
内
に
存
在
し
、

ゃ
A
広
汎
に
互
る
も
の
＼
、

そ
れ
と

て
も
九
州
外
に
跨
る
こ
と
は
な
く
、
近
傍
に
於
ろ
集
中
的
傾
向
は
変
ら
な
い
。
文
満
宮
領
は
南
北
朝
の
切
〈
、
所
領
百
五
十
ヶ
所
が
仝
て
九

し
か
も
そ
の
一

1

分
の
二
が
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
の
近
接
一
こ
ヶ
国
に
集
巾
す
る
。

（
安
楽
考
文
書
几
）
更
に
肥
後
向
蘇
社
も

そ
の
大
半
が
肥
後
の
、
し
か
も
本
社
に
比
較
的
五
接
し
た
地
域
に
集
巾
し
、
肥
悛
以
外
は
、
四
後
に
三
ヶ
所
、
豊
前
に
一
ヶ
祈
、
訊
前
に

一1

ヶ
所
程
度
を
数
え
る
に
す
宮
な
い
。

一
般
に
狭
累
な
結
果
、
そ
の
社
餡
も
概
ね
、
そ
の
近
傍
に
集
巾
す
る
傾
向

が
極
端
に
濃
厚
で
あ
る
。
ま
し
て
四

□神
社
の
所
領
が
は
る
か
に
畿
内
を
超
え
て
、
東
川
に
及
ぶ
こ
と
も
な
け
れ
は
、

そ
の
反
対
硯
象
も

妄
す
る
に
、
荘
園
制
下
に
於
て
は
、
人
も
物
も
凡
て
京
都
・
余
良
周
辺
の
中
央
部
に
一
元
的
に
集
中
し
、
そ
れ
以
外
の
交
通
卯
象
は
、

巾
世
前
斯
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

ま
た
殆
ん
ど
絶
網
に
等
し
い
。

以
上
の
諸
例
に
共
通
す
る
如
く
、
地
方
神
社
の
信
仰
闊
は
、

（註）
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中
棋
前
期
に
於
け
る
四
国
・
東
国
閻
の
文
化
交
流
と
そ
の
励
据
（
新
城
）

殆
ん
ど
言
う
に
足
り
ず
、
従
っ
て
畿
内
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
東
国
・
四
国
間
の
直
接
的
な
交
通
・
交
流
閃
係
は
極
め
て
稀
薄
て
あ
っ
た

と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
畿
内
の
厚
い
壁
を
突
善
破
り
、
四
国
・
東
国
の
二
つ
の
世
界
を
疸
接
結
合
さ
せ
る
に
は
、
そ
れ
を
可
泥
な
ら
し

行
る
新
た
な
源
動
力
の
出
現
か
、
或
は
荘
園
制
の
解
休
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

変
革
せ
し
め
た
も
の
は
、
源
氏
に
よ
る
東
国
政
権
の
成
宣
で
あ
る
。

京
都
の
古
代
政
権
に
対
立
し
て
出
坦
し
た
武
家
政
楕
が
、
京
都
を
逝
か
に
隔
っ
た
東
国
錬
含
に
樹
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
重
咬
な

交
通
的
意
義
が
あ
っ
て
、
こ
＼
に
錬
倉
は
京
都
と
j

呼
ん
で
行
政

K
．
交
通
上
の
新
た
な
中
心
と
な
り
、
二
元
的
な
交
通
圏
が
形
成
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
新
た
な
源
動
力
と
し
て
従
来
の
交
通
形
態
を

従
来
の
荘
園
制
的
打
に
国
家
的
交
通
は
、
依
然
京
都
を
軸
と
し
、
新
興
武
家
社
会
の
交
通
は
、
東
直
鎌
倉
を
円
心
と
し
て
廻
転
し
、

＼
に
必
然
的
に
西
国
・
東
国
間
の
閃
係
・
交
通
が
、
徐
々
に
発
展
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ

も
し
も
源
氏
の
薯
府
が
、
京
都
に
設
賎
さ
れ
た
な
ら
、
従
来
の
一
元
的
交
通
は
継
続
し
、
従
っ
て
四
国
・
東
国
間
の
交
流
に
も
、
大
き

な
刺
戟
を
与
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
幕
府
の
東
国
成
立
の
伍
義
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
は
な
ら
な
い
。

・
（
註
）
宗
像
社
領
に
つ
い
て
は
、
小
島
鉦
作
氏
の
、
天
満
宮
領
並
に
飼
蘇
礼
領
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
恵
艮
宏
君
の
示
教
に
よ
る
。

硲
府
は
、
東
国
の
み
な
ら
ず
西
国
に
も
守
護
を
設
懺
す
る
と
共
に
、
京
都
に
」
ハ
波
羅
探
氾
、
鎮
内
に
鎮
丙
奉
行
、
後
に
鎮
西
採
題
を
設

こ。f
 

ナ．
 

こ
ヽ
に
ま
づ
こ
れ
ら
地
方
行
政
機
関
と
幕
府
と
の
不
断
の
通
信
・
交
流
・
連
絡
な
ど
に
基
づ
く
、
東
・
西
両
国
間
の
交
通
が
恒
常

的
な
裏
象
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
乍
ら
、
東
国
・
西
国
間
の
経
済
的
・
文
化
的
交
流
は
、
か
ヽ
る
幕
府
の
公
的
関
係
者
と
共
に
、
よ
り
莱
底
的
な
面
か
ら
も
弧
く

促
進
さ
れ
た
。
こ
ヽ
に
東
国
武
士
の
西
国
所
職
・
所
領
の
獲
得
と
、
彼
等
の
四
造
を
重
視
せ
ね
は
な
ら
な
い
。
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東
国
御
家
人
の
か
A

る
西
国
所
領
の
支
配
形
式
と
し
て
、
瀬
野
氏
は
こ
れ
を

．
 

こ
れ
ら
三
者
の
支
配
形
式
は
、

中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

定
し
て
い
る
。

官
支
配
の
三
者
に
分
類
し
て
い
る
が
（
前
掲
論
文
）
、

そ
の
ま
A
東
国
と
の
関
係
を
次
の
如
く
三
様
に
規

北
条
氏
も
ま
た
中
国
に
多
く
の
所
職
・
所
領
を
有
す
る
が
、
北
条
氏
に
つ
ぐ
権
勢
家
足
利
氏
も
本
貫
下
野
足
利
荘
の
外
、
幕
末
所
領
総

数
三
十
五
ヶ
所
に
及
び
、
そ
の
中
に
は
、
丹
波
・
丹
後
・
美
作
な
ど
の
中
国
地
方
も
含
ま
れ
る
（
倉
持
文
書
）
。

更
に
九
州
に
移
れ
ば
そ
の
数
は
更
に
多
い
。
瀬
野
精
一
郎
氏
は
鎌
倉
全
代
を
通
じ
東
国
御
家
人
に
し
て
九
州
に
、
所
領
、
所
職
を
も
つ

も
の
七
十
余
人
を
挙
げ
て
い
る
（
「
鎖
西
に
お
け
る
東
国
御
家
人
」
日
本
歴
史
一
六
七
・
一
六
八
）
。

末
に
、
備
前
い
や
重
松
月
成
条
を
領
し
て
い
た
（
市
河
文
書
三
）
。

関
係
で
は
畿
内
十
九
人
・
ニ
十
四
ヶ
所
、
そ
れ
以
西
が
廿
六
人
・
廿
八
ヶ
所
に
上
る
。

に
東
国
御
家
人
に
西
国
の
地
頭
職
等
が
宛
行
わ
れ
、
そ
の
数
は
逐
次
増
加
し
た
。

そ
の
例
は
繁
瑣
に
耐
え
な
い
程
で
あ
る
が
、

後
地
砒
庄
（
山
内
首
藤
文
書
）
、
下
野
御
家
人
小
山
氏
の
備
中
皆
部
郷
地
頭
職
（
小
山
文
書
）
、
駿
河
入
江
荘
吉
河
邑
吉
川
氏
の
播
磨
福
井
荘
地

頭
職
井
に
安
芸
山
県
郡
大
朝
本
庄
地
頭
職
（
吉
川
文
書
）
の
外
ま
た
伊
賀
氏
も
永
仁
二
年
伊
賀
頼
泰
の
譲
状
に
よ
れ
ば
（
飯
野
八
幡
文
書
）
、

信
濃
・
武
蔵
・
常
陸
・
陸
奥
な
ど
の
外
遠
く
備
前
長
田
荘
及
び
筑
紫
な
か
ら
の
内
の
郡
司
職
を
有
し
て
い
る
。
更
に
信
濃
の
市
河
氏
は
、
幕

そ
の
う
ち
百
余
所
に
就
て
は
、

1
惣
領
移
住
に
よ
る
支
配

3
代

頼
朝
は
、
全
国
制
覇
を
目
ざ
し
て
守
護
・
地
頭
を
設
置
し
た
が
、
従
来
、
源
氏
と
縁
故
の
稀
薄
な
西
国
に
は
、
幕
府
の
基
盤
を
な
す
東

国
武
士
を
こ
れ
に
任
じ
て
西
国
統
禦
を
図
っ
た
。
こ
う
し
て
創
幕
以
来
、
東
国
武
士
の
地
頭
職
そ
の
他
の
西
国
所
職
、
所
領
の
給
与
が
徐

々
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
が
画
期
的
に
拡
大
さ
れ
た
の
は
承
久
の
変
の
論
功
行
賞
で
あ
る
。
乱
後
、
幕
府
に
没
収
さ
れ
た
京
方
所
領
は
三

千
余
ヶ
所
に
上
る
と
い
わ
れ
る
が
、
恐
ら
く
そ
の
没
官
領
の
殆
ん
ど
全
て
に
地
頭
が
補
任
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

田
中
稔
氏
が
こ
れ
を
具
体
的
に
跡
付
け
て
い
る
（
承
久
京
方
武
士
の
一
考
察
、
史
学
僻
誌
六
五
ノ
四
）
。

こ
の
前
後
に
も
内
乱
、
蒙
古
襲
来
等
、
時
あ
る
毎

そ
の
内
中
国
地
方
の
若
干
を
掲
示
す
る
。
相
模
早
河
荘
を
本
貫
と
す
る
山
内
首
藤
氏
の
備

2
庶
子
配
分
支
配

西
国
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れ
を
襲
っ
た
。
こ
の
地
頭
職
の
内
容
は
、
給
田
二
町
・
名
田
八
町
計
十
町
で
あ
り
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
て
遼
遠
た
る
に
よ
り
、
少
し
の
所
、
下
人
一
人
を
差
遣
わ
す
云
々
と
述
べ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
則
ち
下
人
1
1
代
官
支
配
の
採
用

こ
れ
を
代
官
を
し
て
支
配
せ
し
め
た
。

そ
の
理
由
と

3
 

2
 

そ
の
請
文
に
よ
れ
ば

務
や
訴
訟
な
ど
を
要
因
と
し
て
発
生
す
る
。

中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

惣
領
が
東
国
の
本
貫
を
棄
て
A

移
住
し
た
場
合
、
こ
の
例
と
し
て
、
芸
備
二
国
に
就
て
河
合
正
治
氏
は
十
五
家
を
挙
げ
て
い
る
が
、

は
武
藤
氏
の
み
で
あ
る
が
、

（
史
学
研
究
記
念
論
叢
所
収
II
東
国
武
士
団
の
西
遷
と
そ
の
成
長
I
I
)

鎮
西
は
も
と
よ
り
こ
れ
よ
り
多
い
。
鎌
倉
初
頭
、
鎮
西
に
下
向
し
た
も
の

そ
の
後
、
逐
次
増
加
し
た
。
こ
の
際
、
東
国
の
旧
領
を
庶
子
等
に
配
分
し
去
っ
た
場
合
は
、
東
国
と
の
間
に

年
貞
輸
送
又
は
そ
れ
に
附
随
す
る
人
の
交
通
現
象
に
は
、
殆
ん
ど
観
る
べ
き
も
の
な
く
、
彼
等
の
東
国
へ
の
交
通
は
主
と
し
て
封
建
的
勤

し
か
し
乍
ら
、
惣
領
が
東
国
の
所
領
を
依
然
保
持
し
続
け
る
な
ら
、

の
他
を
有
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
一
定
の
年
貢
・
公
事
な
ど
の
輸
送
関
係
が
生
ず
る
で
あ

ろ
う
。
薩
摩
島
津
氏
に
こ
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。
島
料
氏
は
本
貫
を
薩
摩
に
移
し
た
が
、

な
お
東
国
に
は
信
濃
水
内
郡
太
田
庄
神
代
郷
そ

嘉
元
三
年
(
-
三
0
五
）
薄
葉
景
光
を
同
所
の
代
官
職
に
任
じ
た
が
、

引
鮭
九
尺
・
筋
子
十
ニ
・
差
網
十
房
等
（
島
津
家
文
書
五
二
七
）
で
、

次
の
如
き
諸
々
の

も
の
が
は
る
ば
る
薩
摩
嶋
津
氏
の
許
に
年
々
送
付
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
年
貢
四
百
十
貫
文
の
外
、
御
馬
褐
四
帖
・
節
季
塩

こ
の
う
ち
鮭
は
信
濃
河
か
ら
と
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
惣
領
が
本
貫
を
離
れ
ず
、
庶
子
一
族
を
し
て
支
配
せ
し
め
る
も
の
で
、
九
州
で
は
一
応
、
大
友
氏
を
以
て
代
表
さ
せ
る
こ
と

が
で
ぎ
る
。
か
＼
る
所
領
・
所
職
は
、
事
実
上
、
庶
子
の
分
領
と
し
て
給
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
東
国
本
貫
と
の
間
に
、
年

貢
輸
送
等
の
経
済
的
関
係
は
生
れ
難
く
、
単
に
、
惣
庶
関
係
に
基
づ
く
人
的
交
流
が
稀
に
存
在
す
る
に
す
ぎ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
庶
家

の
独
立
性
の
上
昇
に
伴
い
本
貫
と
の
関
係
は
、
次
第
に
稀
薄
化
し
、
遂
に
は
絶
縁
状
態
に
な
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

惣
領
・
庶
家
共
に
移
住
せ
ぬ
場
合
は
代
官
を
遣
わ
し
て
支
配
せ
し
む
る
。
こ
の
代
官
支
配
の
採
ら
れ
る
一
例
と
し
て
、
こ
こ
に
松

尾
社
領
丹
波
雀
部
荘
を
挙
げ
る
。
本
荘
の
地
頭
職
は
、
初
め
梶
原
景
時
が
有
し
て
い
た
が
、
彼
の
没
落
後
、
駿
河
の
御
家
人
飯
田
清
重
が
こ

は
、
所
領
の
遠
隔
性
と
狭
少
性
と
の
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
爾
後
四
十
年
間
に
三
人
の
代
官
が
相
次
い
で
同
荘
の
支
配
に
出
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荘
の
例
と
相
侯
つ
て
、

か
く
の
如
き
代
官
支
配
の
場
合
、
そ
こ
に
は
当
然
惣
領
に
と
り
、
得
分
の
収
取
が
最
重
要
関
心
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

に
し
て
東
国
御
家
人
が
、
遠
隔
地
に
所
領
・
所
職
を
有
す
る
こ
と
は
全
く
無
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
代
官
支
配
で
は
、
庶
子
支
配

の
場
合
と
異
な
り
、

こ
れ
ら
所
領
・
所
職
よ
り
年
貢
そ
の
他
の
貢
納
物
の
本
貫
へ
の
輸
送
が
、
連
年
恒
常
的
に
反
覆
さ
れ
、
そ
れ
に
随
伴
し

て
人
の
往
還
も
ま
た
行
わ
れ
た
に
相
違
な
い
。
先
の
松
尾
社
領
丹
波
雀
部
荘
の
飯
田
清
重
の
有
す
る
給
田
二
町
・
名
田
八
町
合
せ
て
十
町

の
収
益
か
ら
代
官
給
分
そ
の
他
の
現
地
必
要
経
費
を
除
い
た
大
半
の
得
分
、
恐
ら
く
米
数
十
石
分
が
、
飯
田
氏
の
許
に
年
々
届
け
ら
れ
、

年
貢
運
搬
人
の
外
、
通
信
・
連
絡
等
の
人
々
の
往
還
が
繰
返
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

丹
波
以
西
の
中
国
・
四
国
・
九
州
の
東
国
御
家
人
の
有
す
る
代
官
支
配
方
式
を
と
る
所
領
と
東
国
本
貫
と
の
間
に
、
仝
様
な
交
通
・
輸
送

関
係
が
不
断
に
存
在
し
つ
＼
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
は
薩
摩
に
移
住
し
た
島
浬
氏
が
信
濃
太
田
荘
神
代
郷
を
代
官
支
配
せ
し
め
、
貨
幣

四
百
十
貫
の
外
雑
多
の
公
事
を
輸
送
せ
し
め
た
の
と
逆
コ
ー
ス
な
が
ら
、
仝
様
な
関
係
で
あ
る
。

こ
れ
を
抜
き

こ
A

に
鎌
倉
時
代
に
入
り
、
東
国
御
家
人
の
西
国
所
職
・
所
領
等
の
拝
領
を
通
じ
て
、
東
国
・
西
国
間
に
物
的
・
人
的
交
流
が
恒
常
的
に

展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
。
東
国
御
家
人
の
西
国
所
領
支
配
は
当
初
は
庶
子
支
配
な
い
し
代
官
支
配
を
通
態
と
な
し
、
一
族
を
挙

げ
て
の
移
住
は
稀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
時
代
の
経
過
と
共
に
か
A

る
傾
向
が
高
ま
り
、
と
く
に
九
州
に
於
て
は
、
文
永
・
弘
安
の
役
を
契

機
と
し
て
、
幕
府
が
鎮
西
警
備
の
強
化
を
図
り
、
四
国
に
所
領
を
持
つ
御
家
人
の
西
国
移
住
を
弧
力
に
推
進
す
る
に
至
っ
て
、
多
数
の
京

国
御
家
人
の
西
国
移
住
が
実
現
し
た
。
そ
し
て
彼
等
は
新
た
な
西
国
の
新
天
地
に
根
を
下
し
領
主
制
を
築
き
っ
＼
あ
っ
た
。
こ
＼
に
於
い

中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

一
般
的
傾
向
と
し
て
う
な
ず
け
よ
う
。

し
、
狭
少
な
所
領
の
場
合
は
、

代
官
支
配
方
式
を
行
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

丹
波
雀
部

瀬
野
氏
が
東
国
御
家
人
の
鎮
西
所
領
の
支
配
方
式
の
三
分
類
に
於
て
、

東
国
武
士
の
代
官
支
配
に
は
遠
隔
性
と
共
に
、

つ
て
い
た
。
飯
田
清
重
以
前
の
梶
原
景
時
が
、

同
じ
く
代
官
方
式
を
採
っ
た
こ
と
は
、
疑
を
容
れ
な
い
（
松
尾
月
読
社
文
書
）
。

こ
の
狭
少
性
が
、
無
視
さ
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。

一
般
的
に
は
広
大
な
所
領
給
与
を
受
け
た
も
の
が
庶
子
に
配
分

（
前
掲
論
文
）
少
な
く
と
も
後
者
に
就
て
は
、

一
般
に
も
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暫
く
こ
れ
を
鎮
西
武
士
に
限
定
し
て
も
、

要
し
な
か
っ
た
が
、

（
新
編
追
加
天
福
二
年
五
月
一
日
関
東
御
教
書
）
事
実
は
、

東
国
御
家
人
仝
様
の
手
続
を
と
る
も
の
が
少
な
く
な
か
つ

て
東
国
所
領
と
の
関
係
は
し
だ
い
に
薄
れ
、

以
上
六
波
羅
探
題
・
鎮
西
奉
行
・
鎮
西
探
題
の
設
置
、
全
国
守
護
の
配
置
、
東
国
御
家
人
の
西
国
所
領
・
所
職
の
給
与
等
は
、
必
然
的

に
東
国
・
西
国
間
の
も
ろ
／
＼
の
交
通
を
促
し
た
。

し
ろ
西
国
側
を
動
因
と
す
る
東
国
・
西
国
間
の
交
通
こ
そ
よ
り
優
勢
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
鎌
倉
幕
府
が
、
全
国
御
家

人
を
統
轄
す
る
武
家
政
権
と
し
て
の
政
治
的
性
格
に
基
づ
い
て
東
国
の
み
な
ら
ず
、
西
国
の
武
士
・
農
民
を
吸
引
し
、
東
国
へ
の
交
通
を

促
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の
要
因
と
し
て
若
干
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
先
づ
公
的
に
は
、
御
家
人
と
幕
府
と
の
封
建
的
主
従
関
係
に

基
づ
く
幾
多
の
勤
務
が
あ
っ
た
。
交
通
関
聯
の
封
建
的
勤
務
の
最
大
な
も
の
は
大
番
役
で
あ
る
が
、
西
国
御
家
人
の
負
担
は
京
都
大
番
役

の
み
で
鎌
倉
大
番
役
は
免
れ
た
か
ら
、

そ
れ
と
共
に
東
国
と
の
諸
関
係
は
漸
次
減
退
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
鎌
倉
参
向
は
な
か
っ
た
が
、

か
の
交
通
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
。
（
島
津
家
文
書
五
五
0
)

そ
の
他
の
関
東
御
公
事
の
賦
課
に
よ
り
、

そ
こ
に
何
ら

更
に
東
国
御
家
人
と
西
国
御
家
人
と
の
間
に
は
幕
府
の
処
遇
、
幕
府
へ
の
勤
仕
に
於
て
幾
多
の
相
異
が
見
出
さ
れ
る
が
、
御
家
人
身
分

の
承
認
な
い
し
安
堵
は
そ
の
一
っ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
東
国
御
家
人
は
将
軍
に
見
参
し
て
御
家
人
た
る
の
関
東
下
文
を
賜
り
、
所
職
の
安

堵
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
代
毎
に
錬
倉
へ
赴
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
西
国
御
家
人
は
、
制
度
上
必
ら
ず
し
も
関
東
下
文
を

た
。
御
家
人
の
安
堵
は
、
多
く
の
場
合
地
頭
職
安
堵
の
形
態
を
と
る
が
、
こ
の
地
頭
職
そ
の
他
の
所
職
・
所
領
の
承
認
・
安
堵
を
目
的
と

し
て
西
国
武
士
の
鎌
倉
に
赴
く
も
の
、
創
幕
当
初
以
来
、
そ
の
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
。

決
し
て
珍
ら
し
く
な
い
。
ま
づ
文
治
三
年
（
一
―
八
七
）
薩
摩
牛
屎
院
を
安
堵
さ
れ
ん
為
、
同

こ
れ
ら
は
主
に
東
国
を
動
因
と
す
る
両
者
の
交
流
で
あ
る
が
、

し
か
し
乍
ら
、

（
註
）
本
文
書
の
利
用
は
郡
山
良
光
氏
の
示
教
に
よ
る

中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

む
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舎
弟
元
能
と
共
に
鎌
倉
に
見
参
し
て
帰
国
し
て
お
り
、
（
薩
藩
旧
記
一
）
大
隅
禰
寝
院
南
俣
地
頭
職
を
父
重
延
歿
後
、

譲
り
受
け
た
建
部
清
重
は
、
建
仁
三
年
(
―
二
0
三
）
安
堵
の
関
東
下
文
を
受
け
ん
為
、

史
料
叢
書
十
一
号
、
十
二
号
、
十
八
号
文
書
（
川
添
昭
二
氏
編
）
更
に
清
重
子
清
綱
は
貞
応
元
年
(
―
ニ
ニ
ニ
）
八
月
、
一
旦
は
大
隅
守
護
所
下
文

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
以
て
、
地
頭
職
を
安
堵
さ
れ
た
も
の
A

、
関
東
に
見
参
し
、
御
家
人
役
を
勤
仕
す
る
こ
と
先
例
な
り
と
称
し
、
鎌
倉
に
赴
き
、
貞
応
三

年
四
月
改
め
て
、
関
東
下
知
状
を
受
け
て
い
る
。
（
禰
寝
文
書
三
一
号
三
二
号
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
地
頭
職
安
堵
の
為
の
鎮
西
御
家
人
の
鎌
倉

こ
の
後
蒙
古
襲
来
以
後
、
異
国
警
固
番
役
な
ど
の
為
、
足
留
め
策
と
し
て
、
鎮
西
御
家
人
に
対
し
京
都
大
番
役
の
停
止
や
（
北
条
九
代
記
）
、

鎌
倉
・
京
都
参
訴
の
禁
等
が
実
施
さ
れ
た
が
、
し
か
し
そ
の
後
も
安
堵
の
御
下
文
を
受
く
る
為
の
彼
等
の
鎌
倉
参
向
は
絶
え
な
か
っ
た
。

元
亨
の
頃
、
薩
摩
島
津
久
長
は
、
子
宗
久
に
大
隅
伊
作
荘
井
に
日
置
荘
な
ど
を
譲
与
し
た
が
、

文
書
五
四
五
）
こ
れ
よ
り
先
、

久
経
自
身
な
い
し
代
人
が
鎌
倉
に
赴
い
た
で
あ
ろ
う
。
（
島
津
家
文
書
一
九
四
）
更

に
、
先
の
禰
寝
氏
が
弘
安
後
、
関
東
下
知
状
に
よ
り
安
堵
を
受
け
て
い
る
の
に
も
、
島
津
氏
同
様
蒙
古
襲
来
後
な
お
か
ヽ
る
手
続
が
採
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
禰
寝
文
書
一
七
三
号
・
一
七
四
号
）
か
く
の
如
く
御
家
人
た
る
身
分
維
持
の
必
要
性
か
ら
、

鎌
倉
参
向
を
促
し
た
が
、
更
に
訴
訟
が
、
こ
れ
以
上
に
彼
等
の
郷
貫
と
鎌
倉
と
の
往
還
を
賣
す
に
至
っ
た
。

武
士
に
と
り
所
領
は
唯
一
の
身
分
井
に
生
活
の
支
柱
で
あ
る
か
ら
彼
等
の
所
領
に
対
す
る
執
著
は
根
強
く
、

続
る
係
争
が
反
覆
さ
れ
る
。
今
日
、
鎌
倉
時
代
の
武
家
文
書
・
荘
園
文
書
に
し
て
、

な
量
に
及
ぶ
点
か
ら
し
て
も
思
い
半
ば
に
過
ぐ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

訴
訟
は
ま
づ
訴
人
（
原
告
）
が
管
轄
官
庁
た
る
幕
府
、
六
波
羅
府
等
に
出
向
し
て
、
訴
状
井
に
証
拠
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
開
始

さ
れ
る
。
裁
判
所
は
、
そ
れ
ら
に
就
て
調
査
を
遂
げ
た
後
、
論
人
（
被
告
）
に
問
状
を
発
し
て
、
陳
状
の
提
出
を
請
求
す
る
が
、
こ
の
問
状

中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

月
三
日
付
け
で
幕
府
の
安
堵
状
を
受
け
て
い
る
か
ら
、

西
国
御
家
人
の

そ
こ
に
し
ば
し
ば
土
地
を

か
ヽ
る
関
係
文
書
の
遺
存
す
る
も
の
、
極
め
て
旭
大

弘
安
四
年
(
―
二
八
一
）
当
の
久
長
は
父
久
経
よ
り
同
荘
を
譲
与
さ
れ
、

（
島
津
家
文
書
四
九
三
）
同
八
年
七

院
主
大
秦
基
光
は
、

関
東
の
下
文
を
受
け
て
い
る
。

見
参
は
、
当
時
か
な
り
一
般
化
し
て
い
た
も
の
と
観
ら
れ
よ
う
。

逢
々
鎌
倉
に
下
向
し
て
い
る
。

（
島
津
家

（
禰
寝
文
書
九
州
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）
（
関
東
裁
許
状
初
見
）

〇
建
久
六
ー
寛
喜
四
年

＿
関
東
裁
許
状

一
（
年
数
）
一
（
鎮
西
関
係
分
）
一

-37
年

＿

＿

一
五

鎖
西
を
含
）

（
め
た
鷹

(45) 

六
波
羅
裁
許
状

（
瀬
野
精
一
郎
氏
作
成
目
録
よ
り
整
理
）

た
は
そ
の
代
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、

鎖
西
を
含
）

（
め
た
誓

し
か
も
訴

を
論
人
の
手
元
に
逝
々
伝
達
す
る
の
は
、
幕
府
使
節
で
は
な
く
、
当
時
の
訴
訟
制
度
に
於
る
当
事
者
主
義
の
原
則
に
基
づ
き
、
訴
人
自
身
ま

こ
の
問
状
に
応
じ
て
論
人
は
陳
状
を
幕
府
機
関
に
提
出
す
る
が
、

か
く
の
如
く
訴
人
は
、
幕
府
機
関
に
参
向
の
上
、
論
人
に
問
状
を
伝
達
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
と
く
に
訴
人
の
犠
牲
が
大
で
あ
っ
た
が
、
彼
等

の
負
担
は
単
に
こ
の
程
度
に
止
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
訴
訟
過
程
に
於
て
論
人
が
陳
状
を
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
ま
た
は
陳
状
内
容

の
不
備
な
場
合
や
口
答
弁
論
の
必
要
な
場
合
、
幕
府
機
関
よ
り
論
人
に
召
喚
状
1
1

召
文
が
発
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
召
文
を
論
人
に
伝
達
す
る

の
も
ま
た
訴
人
側
の
責
務
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
論
人
が
一
度
の
召
文
に
応
ず
る
こ
と
は
稀
で
、
数
度
に
及
ぶ
こ
と
が
通
常
で
あ
る
か
ら

（
石
井
良
助
氏
「
中
世
不
動
産
訴
訟
法
の
研
究
」
）
そ
の
度
に
論
人
と
の
間
を
往
還
す
る
訴
人
の
労
苦
は
蚊
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

訟
の
解
決
は
、
一
般
に
長
期
間
を
要
し
、
実
際
に
は
そ
の
間
、
幕
府
機
関
近
辺
に
待
機
さ
せ
ら
れ
、
或
は
訴
訟
費
捻
出
の
為
、
又
し
ば
し
ば
郷

貫
と
を
往
還
し
て
い
る
か
ら
、
訴
訟
が
訴
人
井
に
論
人
に
強
い
る
経
済
的
・
時
間
的
犠
牲
は
実
に
計
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
、
（
平
山
行
三

氏
和
与
の
研
究
、
尚
詳
細
は
、
近
刊
拙
著
「
中
世
前
期
の
陸
上
交
通
」
に
譲
る
）
一
件
の
訴
訟
を
続
り
関
係
者
の
交
通
は
屡
々
に
互
っ
た
。
更
に
幕
府

の
司
法
権
は
、
御
家
人
の
み
な
ら
ず
、
本
所
・
領
家
・
雑
人
に
ま
で
及
び
、
当
初
は
幕
府
が
殆
ん
ど
一
手
に
こ
れ
を
掌
握
し
た
が
、
承
久

変
後
六
波
羅
探
題
府
の
成
立
に
伴
い
、
両
者
の
間
で
、
管
轄
区
域
が
二
分
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
尾
張
、
（
後
、
三
河
）
美
濃
・
加
賀
以
西
は
全

て
六
波
羅
府
に
、
そ
れ
以
外
の
東
国
は
幕
府
の
管
轄
に
属
し
た
。
そ
れ
故
に
、
西
国
と
く
に
鎮
西
は
六
波
羅
府
支
配
下
に
属
し
、
従
っ
て
訴

訟
に
よ
っ
て
関
係
者
が
鎌
倉
に
参
向
す
る
必
要
は
な
い
筈
で
あ
る
。
し
か
し
実
状
は
ど
う
で
あ
る
か
。
暫
く
次
表
を
中
心
に
考
察
し
た
い
。

（
鎮
西
関
係
の
裁
許
状
）

（
鎮
西
分
）

こ
の
手
続
は
論
人
側
が
採
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

中
世
前
期
に
於
け
る
西
巴
・
東
国
間
の
文
化
交
追
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

鎮
西
探
題
裁
許
状
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本
表
は
、
瀬
野
氏
が
多
年
に
互
り
、
苦
心
蒐
集
し
作
成
さ
れ
た
閃
東
・
六
波
誕
．
鎖
西
探
題
府
等
発
給
機
関
別
裁
許
状
目
録
を
借
用
し

て
、
鎮
西
関
係
分
を
撰
別
し
、
大
々
の
歴
史
的
期
間
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
稿
省
の
選
択
に
若
干
の
誤
汀
も
あ
ろ
う
が
、
大
勢
に

六
波
糀
府
の
初
期
の
司
法
権
は
不
完
全
で
そ
の
掌
る
と
こ
ろ
は
、
主
と
し
て
訴
泌
準
備
手
続
の
進
打
に
す
ぎ
な
か
つ
だ
。

「
幕
府
訴
ぷ
制
皮
の
研
究
」
）
従
っ
て
こ
の
間
、
鎮
四
の
訴
訟
人
は
関
東
て
裁
許
状
を
得
た
で
あ
ろ
う
。
哀
中
の
①
が
、
こ
の
期
澗
に
相
当
す
る

．
が
鎮
西
に
関
す
る
閣
東
裁
許
状
一
一
十
冗
通
に
対
し
六
波
甕
府
は
わ
づ
か
二
通
に
す
ぎ
な
い
。

次
に
巴
元
元
年
、
惑
府
は
四
国
御
家
人
の
閃
東
参
訴
の
煩
を
軽
減
す
る
為
、
六
波
罹
府
の
司
怯
雁
を
強
化
し
た
。
し
か
し
尚
重
要
事
項

は
そ
の
権
限
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
、
依
然
癌
府
の
下
級
裁
刊
的
性
格
は
脱
し
な
か
っ
た
。

鎮
酉
関
係
の
関
東
裁
許
状
―
―
遵
に
対
し
、
六
波
罹
裁
許
状
は

0
で
そ
の
実
効
の
程
が
窺
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
蒙
古
襲
来
後
募
府
は
鎮
四
仰
家
人
の
足
附
め
策
の
一
環
と
し
て
彼
等
の
関
東
・
六
波
羅
参
訴
の
祭
を
実
施
し
た
。

鎮
西
探
題
府
成
立
の
頃
ま
で
の
十
二
年
間
が
田
で
あ
る
。
こ
の
禁
令
が
あ
る
程
度
履
行
さ
れ
た
明
証
は
あ
る
が
、
（
松
泊
山
代
文
書
三
三
号
）

こ
の
間
関
東
裁
許
状
十
六
囲
を
数
え
、
他
の
何
れ
の
期
閻
よ
り
も
そ
の
密
度
が
高
い
。
以
て
参
訴
の
禁
の
幼
果
が
疑
わ
れ
よ
う
。

中
川
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
父
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

は
影
響
あ
る
ま
い
。

総

昇r

）
（
六
波
羅
裁
許
状
初
見
）

貞
永
元
ー
正
元
元
年

2
 

~_· 
）
（
六
波
羅
探
臨
強
化
）

（
正
元
ニ
ー
弘
安
六
年

3
 

）
（
関
東
京
都
参
訴
の
慧
）

弘
安
七
ー
永
仁
四
年

4
 
（
 
）
（
鎮
四
探
題
裁
許
状
初
見
）

永
仁
五
ー
正
慶
元
年

5
 

~:• 

34 12 23 27 
年年年年
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七
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二
五

蒟6
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こ
れ
よ
り

（
佐
藤
氏
前
掲
書
）
そ
の
期
間
は
①
に
相
当
し

(61) 

]
一
二
〇

＾ 107 -(51) (43) (50) 

(45) 
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〇
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佐
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氏
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中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

以
上
の
如
く
、
承
久
以
前
は
も
と
よ
り
六
波
羅
探
題
成
立
後
と
雖
も
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
鎮
西
に
関
す
る
六
波
羅
裁
許
状
は
わ
づ
か
二
点

程
で
鎮
西
探
題
府
設
立
ま
で
殆
ど
全
て
関
東
で
解
決
を
見
て
い
る
。
し
か
も
訴
訟
の
当
事
者
主
義
よ
り
し
て
、

し
ば
し
ば
関
東
に
下
向
、
往
復
し
て
い
る
こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
。
例
え
ば
建
永
元
年
大
隅
禰
寝
清
重
、
建
保
の
頃
同
清
忠
（
禰
寝
文
書

熊
野
山
領
日
向
高
知
尾
荘
雑
掌
井
に
地
頭
（
田
部
文
書
）
文
永
及
び
弘
安
六
年
の
禰
寝
氏
（
禰
寝
文
書
七

一
、
七
九
、
八
七
号
）
大
隅
曽
木
氏
（
曽
木
文
書
）
弘
安
年
間
松
浦
山
代
氏
（
松
浦
山
代
文
書
三
三
号
）
等
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。

鎮
西
訴
訟
人
が
、
造
々
関
東
に
参
向
す
る
こ
と
な
く
鎮
西
内
で
解
決
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
鎮
西
探
題
府
設
置
以
後

（註）

．
で
あ
る
。
表
伺
は
そ
れ
よ
り
幕
府
倒
壊
直
前
ま
で
の
三
十
四
年
間
分
で
、
関
東
裁
許
状
わ
づ
か
六
点
に
対
し
鎮
西
探
題
裁
許
状
は
二
二

0
点

の
多
き
に
上
る
。
こ
う
し
て
幕
末
に
入
り
、
鎮
西
訴
訟
人
の
東
国
往
還
は
よ
う
や
く
激
減
す
る
に
至
っ
た
。

鎖
西
探
題
設
置
後
の
関
東
裁
許
状
に
就
て
の
研
究
に
水
崎
雄
文
君
の
「
鎌
倉
幕
府
と
裁
許
状
」

こ
の
間
多
数
の
訴
訟
人
が

荘
園
制
下
に
於
て
は
実
現
し
難
っ
た
東
国
・
西
国
間
の
直
接
交
通
は
、
か
く
て
鎌
倉
幕
府
の
成
立
に
よ
り
徐
々
に
一
路
発
展
的
傾
向
を

辿
っ
た
。
鎮
西
奉
行
府
ー
鎮
西
探
題
府
と
幕
府
間
の
武
士
・
使
節
・
飛
脚
の
恒
常
的
な
差
遣
・
往
還
・
東
国
武
士
の
西
国
守
護
、
地
頭
職

等
の
所
領
拝
領
に
よ
る
彼
等
の
西
国
下
向
な
い
し
定
著
、
或
い
は
西
国
所
職
・
所
領
と
東
国
本
貫
と
の
間
の
年
貢
物
輸
送
と
人
の
性
来
、

更
に
は
西
国
御
家
人
の
封
建
的
勤
務
と
訴
訟
等
に
よ
る
鎌
倉
参
向
が
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
は
主
と
し
て
武
士
を
対
象
と
し
た

も
の
で
あ
る
が
、

註

こ
の
外
、
農
民
の
東
国
・
西
国
往
還
も
稀
で
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

御
家
人
に
は
、
幕
府
に
対
す
る
封
建
的
勤
務
の
う
ち
、
被
官
な
い
し
農
民
を
関
東
に
送
り
出
す
課
役
が
あ
っ
た
。
そ
の
課
役
と
は
神
事
そ

の
他
の
行
事
に
於
け
る
雑
役
で
あ
る
。
上
野
新
田
荘
に
は
鎌
倉
後
期
幕
府
へ
の
課
設
の
一
に
舎
人
用
途
銭
が
見
ら
れ
る
が
、

く
新
田
氏
に
賦
課
さ
れ
た
舎
人
人
夫
の
夫
銭
化
を
指
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
（
長
楽
寺
文
書
、
新
田
義
貞
根
本
史
料
参
照
）
し
か
し
本
課
役
は
、

四

十
八
号
・
ニ
八
号
外
）
建
長
の
頃
、

（
九
大
卒
業
論
文
）
が
あ
る
。

こ
れ
は
恐
ら
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畿
内
以
西
の
四
国
の
例
と
し
て
は
、

一
切
の
夫
役
が
な
か
っ
た
が
、
当
地
頭
入
部
以
来
糾

ま
ず
松
尾
社
領
丹
波
雀
部
荘
が
挙
け
ら
れ
る
。

嘉
禎
四
年
（
二
1
三
八
）
の
固
〈

農
民
に
錬
倉
大
を
諜
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
＂
右
狭
に
比
較
的
多
い
。

承
元
元
年
頃
の
若
狭
国
富
荘
（
壬
牛
文
書
）
同
太
良
荘
（
東
寺
百
合

を
負
担
し
て
い
る
。

地
頭
伊

か
ヽ
る
課
役
は
通
常
関
束
御
公
事
課
役
な
ど
と
呼
ば
れ
、

一
、
鎌
倉
よ
り
人
夫
を
め
さ
る
A

時

の
一
条
が
あ
る
。

東
国
御
家
人
の
み
な
ら
ず
、
四
国
御
家
人
も
ま
た
免
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

薩
摩
御
家
人
渋
谷
定
心
の
寛
元
三
年
（
―
二
四
．
力
）
五
月
十
一
日
及
び
建
長
二
年

(
-
1
五
0
)
十
月
廿
日
の
磁
文
の
巾
に

一
、
鎌
倉
御
神
事
之
時

舎
人
出
立
事

こ
の
人
大
が
呪
大
か
ぷ
口
か
は
明
瞭
て
な
い
が
、

と
あ
り
、
渋
谷
氏
は
錬
倉
神
事
に
造
々
舎
人
を
供
出
し
て
い
る
。
こ
の
舎
人
の
身
分
は
渋
谷
氏
が
、
領
内
よ
り
募
つ
た
農
民
と
推
測
さ
れ

る
が
、

し
か
し
渋
谷
氏
の
人
大
1
1
農
民
は
、
舎
人
に
限
定
さ
れ
ず
、
同
佃
文
に
は
他
に
も

(
7

入
来
文
嚇
」
所
収
入
来
院
家
文
書
八
0
号
・
五
三
弓
）

れ
た
四
国
御
家
人
に
も
、
人
夫
を
鎧
倉
に
込
付
す
る
若
干
の
関
東
御
公
事
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
よ
う
で
あ
る
。

（
島
律
家
文
脅
五
五
0
外）

鎌
倉
大
番
役
を
免

用
途
を
徴
せ
ら
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
建
治
三
年
（
一
―
―
七
七
）
項
、
幕

府
御
所
造
営
用
途
二
百
五
卜
余
貫
文
か
薩
摩
島
津
久
経
に
課
さ
れ
（
島
津
家
文
書
―

-oo)
て
い
る
が
、
捲
末
薩
摩
伊
作
荘
に
も
、

作
氏
が
関
東
御
公
事
課
役
と
し
て
将
軍
御
所
用
途
を
誉
げ
て
い
る
点
よ
り
す
れ
は
、
本
課
役
は
必
ら
ず
し
も
一
時
的
な
課
役
で
は
な
か
つ

さ
ら
に
弘
安
前
後
島
津
久
経
（
比
志
島
文
嚇
）
、
詞
じ
く
同
国
谷
山
郡
司
等
が
伊
豆
山
湯
山
川
途

(111田
文
書
ニ
ヒ
II

「
鹿
児
島
県
史
料
集
V
-
I
I
V
)

か
A

る
用
途
が
農
民
そ
の
他
に
よ
っ
て
屈
け
ら
れ
た
に
相
迎
な
い
。

こ
う
し
て
西
国
農
民
の
鎌
倉
行
旅
も
絶
顛
で
は
な
か
っ
た
。
四
国
農
民
か
御
家
人
、
地
頭
よ
り
往
々
坂
東
夫
な
い
し
録
倉
夫
な
る
夫
役

を
徴
せ
ら
れ
て
い
る
事
実
は
、
四
国
農
民
の
錬
倉
行
旅
の
実
態
把
握
に
一
歩
接
近
せ
し
舒
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

文
吾
ァ
]
|
+
-
―
)
更
に
は
神
護
寺
領
同
国
四
津
片
荘
内
汲
部
・
多
鳥
両
浦
が
あ
る
。

と
地
頃
大
宅
光
信
の
相
諭
に
於
て
、
雑
掌
は
錬
倉
初
頑
梶
原
景
時
地
頭
時
代
に
は
、

中
慣
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

（
案
文
書
）

同
荘
雑
掌
覚
秀
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と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
（
爾
寝
文
書
六
一
号
）

地
頭
は
、

め
て
、
坂
東
夫
二
人
を
一
年
役
と
し
て
徴
課
さ
れ
た
と
訴
え
て
い
ろ
。

（
松
尾
月
読
社
文
暑
）
更
に
高
野
山
領
備
後
太
田
荘
が
あ
る
。
本
荘

中
世
前
期
に
於
げ
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
祁
捉
（
新
城
）

評
定
衆
そ
の
他
の
軍
職
に
携
る
三
善
氏
て
あ
る
。

を
賦
課
し
た
が
、

建
保
五
年
（
一
―
二
七
）
同
荘
太
田
方
二
人
・
桑
原
方
二
人
の
関
東
人
夫
役

そ
の
後
領
家
と
地
頭
側
と
の
問
に
争
論
が
起
り
、
正
員
地
頭
の
鎌
倉
下
向
に
は
、

或
い
は
十
人
を
相
具
す
と
預
所
が
難
じ
て
い
る
が
、
し
か
し
幕
府
は
預
所
の
抗
議
を
退
け
、
地
頭
の
所
課
を
追
認
し
た
。
更
に
錬
倉
夫
は

海
を
越
え
て
九
州
大
隅
に
も
求
め
ら
れ
る
。
大
隅
寵
寝
院
を
領
す
る
禰
寝
氏
一
族
の
間
に
正
元
の
頃
、
同
院
佐
多
村
所
務
条
々
御
公
事
に

つ
い
て
争
論
が
行
わ
れ
た
が
、

に
、
宗
親
が
、
同
院
大
淀
浦
に
懸
く
べ
き
ヒ
ヶ
条
の
公
事
を
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
の
四
人
を
超
え
て
或
い
は
八
人
、

更
に
正
嘉
二
年
駕
寝
氏
一
族
大
隅
御
家
人
佐
多
心
ぶ
親
と
親
綱
と
の
間
に
、

そ
れ
は
級
三
昧
供
•
安
口
布
・
大
祓
な
ど
の
外
、
守
護
所

御
院
飯
用
途
・
詞
倍
屋
造
及
び
日
鎌
倉
長
夫
等
で
あ
る
。
時
の
大
隅
守
護
は
北
条
氏
一
門
名
越
氏
で
鎌
倉
に
常
任
し
て
い
た
。
最
後
の
同
鎌

倉
長
夫
と
は
守
護
よ
り
徴
課
さ
れ
た
鎌
貪
長
夫
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
が
縁
倉
の
名
越
邸
の
勤
務
か
、
又
は
守
護
名
越
氏
の
癌
府
に
対

す
る
何
ら
か
の
封
建
勤
肪
に
附
随
し
て
、
鎌
倉
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

と
も
か
く
も
鎌
合
夫
の
最
遠
隔
の
例

以
上
の
如
く
両
国
農
民
が
、
坂
東
夫
・
鎌
倉
夫
と
し
て
関
東
・
鎌
貪
へ
交
通
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

そ
れ
ら
の
徴
課
者
た
る
地
頭
は

北
条
氏
・
三
善
氏
・
名
越
氏
そ
の
他
の
有
力
在
東
国
武
士
に
限
ら
れ
て
い
る
。
太
田
荘
の
如
き
現
夫
で
あ
る
こ
と
明
瞭
で
あ
る
が
、
む
し

ろ
夫
銭
化
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
従
つ
て
鎌
倉
夫
・
坂
東
夫
等
の
名
目
に
よ
る
西
国
農
民
の
交
通
旱
警
を
過
大
に
評
価
す
ろ
こ
と
は
出

来
な
い
。
（
詳
細
は
近
刊
拙
著
「
中
凰
前
期
の
陸
上
交
通
し
）
し
か
し
乍
ら
、
先
述
の
如
く
西
園
武
士
や
西
国
荘
園
祉
掌
等
が
訴
訟
の
為
に
鎌
倉
に

追
々
赴
い
て
い
る
が
、
そ
の
際
若
下
の
農
民
を
夫
役
と
し
て
随
従
さ
せ
る
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
更
に
西
国
所
領
と
東
国
本
貰
と
の
間
に

年
貢
輸
送
等
を
続
る
芸
干
の
人
の
往
還
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
雑
多
な
要
因
に
基
づ
き
西
国
農
民
の
幾
ば
く
か
が
東
国

に
赴
い
て
い
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
。
夫
役
と
い
う
地
頭
・
頷
主
等
の
強
制
の
鞭
の
下
で
は
あ
っ
た
が
、
西
国
農
民
は
、

の
祖
先
の
体
験
し
な
い
新
し
い
東
国
社
会
に
足
跡
を
印
し
、
見
聞
を
拡
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

か
つ
て
彼
等

和
与
が
成
立
し
た
。
そ
の
中

--54 -



中
憤
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
父
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

空
か
け
る
鶴
を
一
瞬
の
間
に
射
落
す
若
い
坂
東
武
士
の
り
A

し
さ
を
ほ
れ
ぽ
れ
と
描
い
て
い
る
。

（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
、
巾
柑
近
侃
歌
謡
集
）

さ
て
も
い
た
の
ふ
見
こ
と
や
弓
の
す
か
た
は

わ
か
い
と
の
こ
か
か
け
鳥
い
た
る
ゆ
み
手
は

さ
て
も
上
手
や
そ
ら
も
ふ
つ
る
を
お
と
い
た

そ
ら
た
つ
鳥
を
い
て
お
と
い
た
り

は
ん
と
う
と
の
原
は
弓
は
上
手
な
る
も
の

例
え
ば

以
上
の
如
く
東
国
・
西
国
問
の
交
通
の
展
開
、
東
国
武
ナ
の
四
国
移
動
・
移
住
に
よ
り
、
西
国
民
衆
は
始
め
て
東
国
武
士
に
接
触
し
、

交
渉
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
彼
等
の
眼
に
映
じ
た
東
園
武
十
の
姿
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
名
な
田
柏
草
紙
を
介
し
て
そ
の

一
面
を
考
察
し
て
見
た
い
。

室
町
期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
の
古
い
田
植
歌
が
現
在
各
地
に
残
存
し
て
い
る
が
、
と
く
に
中
園
地
方
に
集
中
的
に
見
ら
れ
る
の
が
注

目
を
惹
い
て
い
る
。
こ
の
巾
国
地
方
の
田
相
歌
は
山
間
部
を
中
心
と
し
て
東
は
備
後
、
出
雲
か
ら
四
は
安
芸
・
石
見
に
跨
り
、
さ
ら
に
そ

の
周
辺
や
四
国
伊
予
の
一
恕
に
互
る
が
、
東
部
（
備
後
、
出
雲
）

五

と
酉
部
（
安
芸
、
石
見
）

と
で
は
歌
の
詞
章
、
旋
律
に
於
て
か
な
り
の

経
庭
が
あ
る
。
そ
の
数
あ
る
田
伯
歌
巾
文
学
的
価
植
の
最
も
高
く
、
そ
れ
故
に
早
く
か
ら
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
広
島
県
山
県
郡
新

庄
村
の
田
埴
草
紙
が
あ
る
。
こ
れ
は
数
十
の
笥
か
ら
成
る
長
文
の
も
の
で
、
そ
の
内
容
も
豊
か
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
の
一
っ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
は
京
都
へ
の
強
い
憧
憬
と
共
に
、
坂
東
武
士
へ
の
讃
文
が
謳
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
の
外
坂
東
武
上
へ
の
慕
情
を
う
た
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中
棋
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

い
つ
く
し
い
は
ば
ん
と
う
と
の
こ
の
す
か
た
よ
（
同
上
本
）

と
、
坂
東
武
士
に
恋
心
を
抱
い
た
娘
が
、
思
う
に
委
せ
ぬ
我
身
を
弓
に
な
つ
て
坂
東
殿
御
の
手
に
触
れ
た
い
と
切
々
と
懃
え
て
い
る
。

（註）

こ
の
田
植
草
紙
の
制
作
年
代
に
関
す
る
学
説
は
ま
ち
／
＼
で
あ
る
が
、
室
町
中
期
以
前
で
あ
る
こ
と
に
は
大
体
一
致
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
よ
う
に
讃
美
さ
れ
憧
憬
の
的
と
な
る
坂
東
武
士
は
決
し
て
室
町
期
の
そ
れ
で
は
な
く
、
前
代
の
鎌
倉
武
士
に
相
違
な
く
、
従
っ
て

少
な
く
と
も
こ
の
関
係
詞
章
の
成
立
な
い
し
そ
の
母
型
の
発
生
は
、
鎌
倉
時
代
に
迄
さ
か
上
る
も
の
と
私
に
は
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

坂
東
武
士
へ
の
か
A

る
賞
讃
が
如
何
に
し
て
、
歌
詞
の
中
に
織
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
国
・
西
国
と
を
往
還
す
る
行
き
ず
り

の
坂
東
武
士
に
魅
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
は
単
に
遠
い
東
国
の
風
聞
を
基
に
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の

学
界
は
未
だ
こ
れ
に
解
答
を
与
え
て
い
な
い
が
、
坂
東
武
士
の
交
通
・
往
来
・
移
動
が
か
な
り
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
点
よ
り
し
て
、

逢
か
な
る
東
国
の
風
聞
に
よ
る
よ
り
は
、
坂
東
武
士
と
の
何
ら
か
の
接
触
を
基
因
と
す
る
公
算
が
よ
り
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

更
に
一
歩
進
ん
で
、

そ
の
成
立
は
、
坂
東
武
士
の
西
国
移
住
に
伴
う
―
つ
の
所
産
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
立
て
ら
れ
る
。

こ
の
田
植

草
紙
が
古
来
今
に
至
る
迄
尚
神
事
に
謳
わ
れ
て
い
る
の
は
、
先
述
の
如
く
広
島
県
山
県
郡
大
朝
町
新
庄
で
あ
る
。
さ
て
数
多
い
中
国
地
方

の
田
植
歌
の
発
生
場
所
は
、
同
種
の
歌
が
中
国
地
方
に
の
み
散
在
す
る
事
実
や
、
更
に
は
京
都
へ
の
海
路
を
西
よ
り
数
え
て
い
る
点
な
ど

よ
り
推
し
て
他
地
方
か
ら
の
移
植
で
は
な
く
し
て
、
中
国
地
方
に
発
生
・
成
長
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
田
植
草
紙
の
発
祥
地
も
新
庄
村
ま
た
は
そ
の
近
傍
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
A

に
興
味
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
新
庄
村
こ
そ
吉
川
氏
の
居
地

な
に
と
い
ふ
て
も
お
も
う
に
よ
ら
ぬ
わ
か
み
や

弓
の
ふ
り
し
て
は
ん
と
ふ
と
の
ご
に
ほ
れ
た
よ

は
ん
と
う
と
の
原
の
か
た
に
か
A

ら
せ
ば
や
な

し
け
と
う
ま
い
た
る
弓
の
ふ
り
を
し
て
な

っ
た
次
の
一
節
等
も
ま
た
田
植
草
紙
中
の
圧
巻
の
―
つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
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と
以
上
の
如
く
、
古
代
以
来
荘
園
制
下
を
通
じ
畿
内
の
厚
い
壁
を
隔
て
A
絶
縁
的
な
二
つ
の
別
個
の
世
界
を
形
成
し
て
い
た
西
国
と
東
国

こ
A

に
鎌
倉
幕
府
の
成
立
を
起
因
と
す
る
東
西
武
士
・
農
民
の
交
通
に
よ
り
直
接
結
合
さ
れ
、
東
・
西
両
国
世
界
の
対
立
は
漸
次

薄
ら
ぎ
、

註

六

大
朝
新
庄
と
そ
の
所
を
大
体
等
し
く
す
る
点
で
あ
る
。

吉
川
氏
は
駿
河
入
江
荘
吉
河
邑
を
本
貫
と
す
る
典
型
的
な
東
国
御
家
人
で
あ
っ

て
、
三
代
朝
経
が
播
磨
国
福
井
荘
の
地
頭
職
に
補
さ
れ
、
四
代
経
光
が
安
芸
山
県
郡
大
朝
本
庄
の
地
頭
職
を
兼
ね
、
正
和
五
年
(
-
三
一
六
）

惣
領
経
高
こ
ヽ
に
移
住
し
、
城
を
寒
曳
山
南
方
の
丘
上
に
築
城
し
た
外
、
庶
子
等
も
ま
た
播
磨
、
石
見
な
ど
に
分
散
・
繁
術
し
た
。
（
吉

川
家
文
書
）
こ
の
大
朝
本
庄
の
外
に
吉
川
氏
一
族
は
大
朝
新
庄
に
も
居
城
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

II
吉
川
家
文
書
II

の
応
安
五
年
六

、
、
、
、
、
、
、
、
、

月
吉
川
経
見
軍
忠
状
に
よ
れ
ば
、
そ
の
冒
頭
に
安
芸
国
大
朝
新
庄
地
頭
吉
河
駿
河
守
軍
忠
事
…
…
と
あ
り
、
吉
川
経
見
は
大
朝
新
庄
地
頭

で
、
か
つ
こ
こ
に
在
地
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
田
植
草
紙
の
成
立
と
こ
の
附
近
が
坂
東
武
士
吉
川
氏
の
所
領
で
あ
り
、
や
が
て
多
勢
の
坂
東
武
士
が
集
団
的
に
居
住
す
る
に
至
っ
た

歴
史
的
事
実
と
は
無
縁
で
あ
ろ
う
か
。
何
れ
と
も
断
定
は
し
兼
ね
る
。
し
か
し
こ
れ
は
兎
も
角
も
東
国
武
士
と
西
国
民
衆
と
の
何
ら
か
の

接
触
に
よ
る
―
つ
の
文
化
遺
産
で
あ
り
、
か
つ
西
国
民
衆
の
武
士
観
の
一
面
を
覗
か
せ
る
も
の
と
し
て
興
趣
深
い
。

し
か
し
乍
ら
東
国
武
士
が
西
国
民
衆
に
と
り
、
常
に
こ
の
よ
う
な
畏
敬
と
思
慕
と
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
と
解
す
る
の
は
明
ら
か
に
皮
相

な
観
察
で
あ
る
。
関
東
の
使
者
そ
の
外
公
用
旅
行
者
に
は
沿
道
の
農
民
は
、
馬
、
人
夫
等
を
駈
り
出
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

（
拙
稿
「
中
世
の
駅
制
」
史
淵
九
十
四
号
）
又
東
国
武
士
は
、
地
頭
職
そ
の
他
の
所
職
・
所
領
を
領
し
て
現
地
に
新
た
な
収
奪
者
と
し
て
臨
ん
だ
の

で
あ
り
、
東
国
武
士
の
侵
入
は
西
国
民
衆
に
と
り
一
般
的
に
歓
迎
さ
る
べ
き
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
迄
も
な
か
ろ
う
。

田
植
草
紙
の
成
立
・
分
布
等
に
就
い
て
は
浅
野
健
二
氏
II
中
世
の
歌
謡
II

及
び
穀
誌
「
田
植
唄
研
究
」
の
諸
論
文
に
よ
る

日
本
の
歴
史
は
よ
う
や
く
一
帯
的
な
舞
台
の
上
に
展
開
さ
れ
つ
A

あ
っ
た
。

中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）
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中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

こ
の
よ
う
に
東
四
両
国
の
閉
鎖
的
な
対
立
が
解
消
し
、
両
者
間
に
経
済
的
交
流
が
発
化
し
、
人
の
交
涌
の
発
展
に
伴
い
山
ー
然
こ
ヽ
に
文

化
の
交
流
が
生
育
す
る
。

近
代
以
前
の
文
化
の
連
搬
者
は
、
人
自
体
で
あ
り
、
人
を
お
い
て
外
に
な
い
。
人
の
交
通
が
付
形
・
顛
形
の
文
化
財
を
意
識
の
有
無
に

拘
ら
ず
、
輸
送
し
、
伝
播
す
る
。
従
来
、
西
国
・
東
田
の
絶
縁
関
係
に
よ
り
、
夫
々
の
文
化
は
一
旦
畿
内
に
鼎
留
し
て
、
そ
れ
よ
り
徐
々

に
相
互
に
浸
潤
し
つ
A

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
狭
義
に
は
文
化
の
発
祥
地
は
畿
内
と
外
国
文
化
の
移
入
口
北
九
州
て
あ
る
。

北
九
州
に
上
陸
せ
る
外
来
文
化
は
、
従
来
京
都
に
直
行
し
、
そ
れ
よ
り
東
国
に
漸
次
拡
散
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
し
か
る
に
中
憤

に
入
り
、
鎧
倉
募
府
の
成
立
と
東
園
武
士
の
四
国
往
遠
に
よ
り
、
西
国
文
化
な
い
し
外
来
文
化
は
畿
内
を
飛
び
超
え
て
鉗
倉
へ
直
送
さ
れ
る

傾
宜
が
た
か
ま
ろ
。
禅
宗
の
発
達
は
、
そ
の
典
型
的
例
証
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
の
禅
宗
は
京
都
禅
宗
に
先
ん
じ
て
発
展
す
る
。
仏
教
や
文
化

一
般
の
擁
護
者
が
既
に
京
都
貴
族
の
手
か
ら
武
家
の
手
に
移
行
し
つ
＼
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

は
、
四
国
・
東
国
間
の
直
接
的
文
化
接
触
・
交
渉
の
一
面
を
物
詰
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
文
化
的
低
地
帯
た
る
東
国
は
一
方
的
に
文
化
を
摂
取
す
る
受
動
的
立
場
に
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
癒
府
の
西
国
へ
の
政
治
的
影
轡
、
人

々
の
不
断
の
往
遠
、
東
国
武
士
の
移
伍
等
に
よ
り
、
東
田
的
文
化
が
次
第
に
西
国
に
輝
ら
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

ま
づ
、
錬
怠
時
代
、
東
国
武
士
の
間
に
、
盛
ん
な
も
の
に
和
歌
が
あ
っ
た
か
、
こ
の
風
は
九
州
有
力
武
士
の
間
に
も
漸
次
及
ん
た
に
相

違
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
実
態
の
一
端
が
把
握
さ
れ
る
の
は
よ
う
や
く
錬
倉
末
に
人
つ
て
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
頓
阿
・
兼
好
・
慶
運
と
共
に
和
歌
四
天
丁
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
か
つ
一
一
条
家
の
学
統
を
つ
ぐ
浄
弁
の
九
州
下
回
は
彼
等
九
州

武
士
の
要
請
に
応
じ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の
九
州
滞
在
期
間
を
井
上
宋
雄
氏
は
、
嘉
暦
二
年
互
月
か
ら
元
徳
二
年
七
月
ま
で
の
三
年

閻
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
の
間
の
彼
の
活
動
は
、
目
覚
し
い
も
の
か
あ
っ
た
ら
し
く
、
鎖
西
探
題
北
条
英
時
及
び
豊
前
・
盟
後
守
護
大
友
貞

宗
に
三
代
集
を
伝
授
し
、
同
行
の
越
前
房
連
希
か
度
々
読
手
を
勤
仕
し
て
い
る
。
か
ヽ
る
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
浄
弁
周
辺
の

人
々
の
編
と
考
え
ら
れ
る

II
臨
永
集
II

に
は
九
州
武
士
の
歌
の
多
く
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
則
ち
前
掲
北
条
英
時
八
首
、

そ
の
姉
妹
に
同

外
来
宗
教
抑
京
の
鎌
倉
に
於
け
る
発
展
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中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

（
詳
細
は
拙
著
II
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
II

第
二
章
第
一
節
）

て
い
る
。

じ
く
八
首
、
大
友
貞
宗
六
首
、
島
津
忠
秀
四
首
の
外
、
鎮
西
評
定
衆
大
友
庶
流
戸
次
貞
直
、
宗
像
大
宮
司
宗
像
氏
長
等
の
歌
が
収
め
ら
れ

こ
の
う
ち
、
大
友
貞
宗
は
こ
の
後
、
建
武
新
政
権
の
誕
生
と
共
に
武
者
所
に
入
り
勅
掴
集
の
作
者
と
な
っ
た
。

更
に
、

こ
の
臨
永
集
と
ほ
ゞ
時
を
同
じ
く
し
て
浄
弁
に
よ
っ
て

II
松
花
和
歌
集
II

が
撰
せ
ら
れ
た
。

の
中
に
は
、
鎖
西
探
題
北
条
英
時
の
外
、
二
番
引
付
頭
人
少
弐
貞
経
、
三
番
引
付
頭
人
渋
谷
重
棟
の
外
、
先
の
英
時
姉
妹
の
一
首
も
収
め

（
以
上
井
上
宗
雄
氏
鎌
倉
末
南
北
朝
初
頭
歌
壇
に
お
け
る
動
向
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
十
一
号
及
び
島
津
忠
夫
氏
松
化
和
歌
集
続
版

「
和
歌
文
学
研
究
」
十
四
号
、
こ
れ
ら
論
稿
の
利
用
は
川
添
附
二
氏
の
示
教
に
よ
る
）

こ
の
よ
う
に
、
幕
末
期
に
入
り
九
州
有
力
武
士
の
間
に
和
歌
が
拡
ま
っ
た
が
、

轡
を
及
ぼ
す
文
化
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
東
国
文
化
の
流
入
と
し
て
高
く
評
価
で
き
な
い
。
し
か
し
乍
ら
武
士
等
の
手
に
よ
っ
て

逮
ば
れ
乍
ら
や
が
て
夫
々
の
地
域
に
根
を
下
し
、
や
が
て
一
般
民
衆
の
間
に
も
受
容
さ
れ
、
影
裾
を
及
ぼ
す
幾
多
の
文
化
が
あ
っ
た
。

ま
づ
宗
教
・
信
仰
の
伝
播
が
考
慮
さ
れ
る
。
人
の
移
住
に
際
し
て
そ
の
人
の
も
つ
信
仰
・
宗
教
は
必
ら
ず
新
た
な
天
地
に
随
伴
さ
れ
、

定
著
せ
し
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
人
々
は
そ
の
把
持
す
る
信
仰
と
共
に
移
動
し
、
似
仰
の
客
体
た
る
神
仏
を
奉
祀
す
る
。
そ
れ
は
神
社
の

勧
請
、
仏
寺
の
建
立
と
な
つ
て
具
象
化
さ
れ
る
。

今
日
数
万
を
数
え
る
神
社
・
神
祠
の
建
立
・
勧
請
の
起
源
は
雑
多
で
あ
り
、

る
。
そ
の
う
ち
貴
族
、
国
司
の
地
方
著
任
や
流
人
等
の
移
動
に
よ
る
勧
請
や
、

ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て

II
固
永
集
II

の
如
く
、

し
か
し
こ
れ
は
武
家
社
会
を
超
え
て
、

そ

こ
れ
を
勧
請
の
主
体
か
ら
分
類
し
て
も
数
種
が
挙
げ
ら
れ

そ
の
所
領
に
関
係
神
社
を
奉
祀
す
る
例
が
少
な
く
な
い
。

中
世
東
国
武
士
の
有
す
る
西
国
所
領
や
、
庶
子
、
又
は
惣
領
の
四
国
移
住
に
伴
い
、
彼
等
の
把
持
す
る
神
、
彼
等
の
本
貫
地
に
奉
祀
さ

れ
た
神
は
、
ま
た
こ
の
新
た
な
る
分
領
地
で
勧
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
東
国
武
士
の
信
仰
す
る
神
々
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
武

士
団
の
閉
鎖
的
な
氏
神
で
あ
る
地
方
神
も
多
っ
た
が
、
既
に
彼
等
は
狭
い
氏
神
倍
仰
を
超
え
て
有
力
な
中
央
神
へ
の
信
仰
を
受
容
し
つ
A

あ
っ
た
。
そ
の
中
央
神
と
し
て
房
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に
は
、
彼
等
の
封
建
的
主
君
で
あ
る
鎌
倉
殿
源
氏
の
氏
神
で
あ
り
、

か
つ
武
神

一
般
社
会
に
影
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た
筑
後
の
一
武
士
が
、

起
請
文
中
に
諏
訪
神
を
掲
示
し
て
い
る
の
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

（
長
沼
賢
洵
氏
所
蔵
文
書
）
し
か
し
よ
り
注
日

第
に
輩
下
御
家
人
の
信
仰
を
亨
く
る
に
至
っ
た
。

（
拙
稲
「
中
世
の
信
猥
」
史
学
雑
誌
五
七
ノ
三
、
四
）

し
か
し
乍
ら
、

が
見
ら
れ
た
。

（
三
洞
文
鸞
）
ま
た
、
山
内
首
藤
氏
の
備
後
地
咄
荘
に
は
、

宮
・
新
宮
な
ど
の
熊
野
系
の
神
社
が
祀
ら
れ
、

熊
野
社

巾
世
前
斯
に
於
け
る
四
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

で
あ
る
八
幡
神
と
古
代
末
以
来
、
東
国
武
家
社
会
に
そ
の
信
仰
の
広
汎
に
滲
透
し
た
熊
野
神
又
は
武
神
諏
訪
神
な
ど
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
東
国
御
家
人
の
有
す
る
四
国
所
領
な
い
し
そ
の
移
住
地
に
こ
の
八
幡
神
と
熊
野
神
を
祀
る
も
の
少
な
く
な
い
の
が
注
目
さ
れ

ろ
。
例
え
ば
、
武
蔵
武
士
熊
谷
氏
が
地
頭
職
を
打
し
、

の
塙
勢
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
推
し
測
ら
れ
よ
う
。

や
が
て
惣
領
の
下
向
す
る
安
芸
三
入
荘
に
は
、
克
禎
の
頃
、

八
幡
神
の
外
若
王
子

（
熊
谷
文
書
）
相
模
三
浦
氏
の
周
防
楊
片
木
荘
に
も
早
く
か
ら
八
幡
宮
と
共
に
、

天
満
宮
の
外
、
八
幡
宮
・
若
王
子
宮
が
奉
祀
さ
れ
て
お
り
、

（
山
阿
首
膝
文
蓋
）
小
早
川
氏
の
安
芸
沼
田
荘
に
も
、
仁
治
二
年
（
―
二
四
一
）
以
前
よ
り
熊
野
社
が
鎖
坐
し
て
い
た
。
（
小
早
川
文
書
）

以
上
は
、
中
国
地
方
の
み
で
あ
り
、
私
の
調
査
は
未
た
四
国
・
九
州
へ
の
西
遷
武
士
の
所
伯
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
あ
る
程
度

以
上
の
八
幡
神
・
熊
野
神
の
勧
請
庄
来
は
何
れ
も
不
詳
で
あ
り
、

中
に
は
東
国
武
十
と
の
関
係
以
前
の
鎮
坐
も
あ
ろ

う
。
し
か
し
中
国
地
方
へ
の
移
伍
武
十
を
代
表
す
る
こ
れ
ら
有
力
武
士
の
所
領
に
、
共
通
的
に
八
幡
神
・
熊
野
神
を
見
る
の
は
単
に
偶
然
と

し
て
一
蹴
し
去
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
如
く
、
人
の
移
住
と
共
に
神
の
移
動
す
る
の
が
通
態
で
あ
る
点
よ
り
推
し
て
、
こ
れ
ら
の

神
々
の
勧
請
の
王
体
が
大
方
武
士
で
あ
ろ
と
解
し
て
大
き
な
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
八
幡
神
・
熊
野
神
等
東
国
武
士
に
関
係
深
い
神
々

の
外
東
国
の
神
々
の
西
進
も
考
慮
さ
れ
る
。
そ
の
一
っ
は
諏
訪
信
仰
で
あ
る
。
諏
訪
社
は
、
既
に

II
梁
座
秘
抄
II

に

せ
き
よ
り
ひ
む
か
し
の
い
く
さ
が
み
か
し
ま
か
ん
と
り
す
は
の
み
や

と
あ
り
、
早
く
よ
り
鹿
島
・
香
取
と
泣
ぶ
東
国
の
武
神
と
し
て
著
聞
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
関
係
よ
り
惑
府
も
い
た
く
こ
れ
を
崇
敬
し
、
次

や
が
て
東
国
・
西
国
間
の
交
適
、
東
国
武
士
の
移
住
等
に
伴
い
諏
訪
信
仰
も
ま
た
八
幡
神
や
熊
野
神
な
ど
と
共
に
西
造
し
た
で
あ
ろ
う

し
、
八
幡
神
や
熊
野
神
と
異
な
り
中
世
以
前
の
四
国
伝
播
の
可
能
性
は
薄
い
と
思
わ
れ
る
。
永
仁
年
間
筑
前
生
松
原
に
熊
野
神
を
勧
請
し
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で
あ
る
。

さ
れ
る
の
は
、
西
遷
武
士
の
本
拠
に
諏
訪
神
の
鎖
坐
す
る
例
の
稀
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。

薩
摩
島
津
庄
内
歯
摩
方
伊
作
庄
井
に
同
日
置
北
郷
の
領
家
は
一
屎
院
、
地
頭
は
島
浮
氏
庶
家
伊
作
氏
で
あ
っ
た
が
、
伊
作
氏
は
諏
訪
社

を
祀
つ
て
い
る
。
元
亨
四
年
、
伊
作
荘
の
下
地
中
分
が
行
わ
れ
、
伊
与
貪
河
を
瑞
と
し
て
河
北
を
領
家
側
、
河
南
を
地
頭
側
の
一
円
支
配

し
か
る
に
釦
家
方
の
庄
庁
井
に
そ
の
祭
神
が
地
頭
側
の
河
南
と
な
り
、
反
対
に
諏
訪
大
明
神
は
、
地
頑
所
と
同
被
宜
住
屋

地
と
定
め
た
。

等
と
共
に
領
家
方
の
河
北
に
あ
る
た
め
、

神
が
伊
作
氏
の
居
所
と
共
に
あ
り
、
同
氏
に
と
り
川
何
に
菫
要
な
祭
神
で
あ
る
か
ゞ
窺
わ
れ
る
が
、
研
作
氏
が
信
濃
に
関
係
深
い
島
沖
氏

あ
る
が
、

明
年
二
月
を
期
限
と
し
て
、
相
圧
に
移
転
す
る
こ
と
A

な
つ
だ
。

（
島
津
家
文
書
五
五
O
)
諏
訪

の
庶
家
で
あ
る
点
よ
り
、
伊
作
氏
の
勧
請
に
か
＼
る
こ
と
は
ま
づ
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
の
外
四
遷
、
東
国
武
士
の
本
拠
に
諏
肪
神
が
勧

（註）

請
さ
れ
今
に
鎖
坐
す
る
例
と
し
て
は
島
津
氏
の
店
所
除
摩
山
門
院
木
牟
礼
城
や
、
筑
前
麻
生
氏
の
本
拠
筑
前
遠
賀
郡
枝
光
等
に
明
ら
か
で

そ
の
他
に
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
外
、
西
逗
武
士
は
神
信
仰
仝
様
仏
教
桐
印
も
そ
の
ま
A

保
持
し
菩
捉
寺
を
建
立
す
る
の
が
通
態
で
あ
ろ
う
。
遠
江
相
良
荘
を
本
貫

爽
言
院
西
安
寺
を
建
立
し
た
。

と
す
る
相
良
長
頼
は
、
建
久
九
年
（
―
-
九
八
）
肥
後
球
磨
耶
地
頭
識
を
，
坪
領
し
や
が
て
人
吉
荘
に
入
部
し
に
。
（
栢
良
文
書
）
そ
の
後
彼
は

相
良
家
の
菩
提
寺
と
し
て
願
成
寺
を
人
吉
に
創
廷
し
た
が
、
反
頓
の
弟
て
同
じ
く
田
後
玉
名
郡
山
北
荘
を
拝
頷
し
た
頓
平
も
ま
た
大
護
山

（
矢
崎
美
盛
氏
II

様
式
の
美
学
I
I
)

か
く
の
如
苔
西
遷
武
士
の
菩
提
寺
建
立
は
神
社
勧
請
と
共
に
共
通
的
現
象

更
に
鎌
倉
時
代
に
新
仏
教
が
開
創
さ
れ
た
が
、
そ
の
地
方
発
展
か
地
方
武
士
の
手
に
侯
つ
処
が
多
大
で
あ
る
こ
と
は
、
宗
派
を
問
わ
ず
明

白
な
事
実
て
あ
る
。
日
蓮
を
身
延
山
に
招
い
た
地
頭
波
木
井
実
長
と
、
同
じ
く
道
元
を
招
聘
し
て
、
永
平
寺
を
開
か
し
め
た
越
前
志
比
荘

地
頭
波
多
野
義
軍
等
は
そ
の
双
璧
で
あ
る
。
鎌
倉
新
仏
教
が
主
と
し
て
地
方
武
士
の
助
援
に
よ
り
発
展
し
た
こ
と
は
疑
な
い
が
、
臨
済

．
曹
祠
の
二
宗
に
就
て
は
、
鈴
木
泰
山
氏
の
”
禅
宗
の
地
方
発
展IIに
詳
し
い
。
更
に
寺
院
の
建
立
の
外
仏
像
の
本
願
•
寄
進
者
も
多
く

武
士
で
あ
っ
た
。
か
ヽ
る
現
象
は
東
国
・
西
国
を
問
わ
ず
同
一
で
あ
る
が
、
東
国
か
ら
の
西
遷
武
士
が
全
般
的
に
優
越
す
る
九
州
に
於
て

中
悦
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）
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院
大
御
堂
に
模
し
て
造
営
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

一
方
的
に
四
か
ら
東
に
移
動
し

そ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
武
上
に
よ
り
遅
ば

な
い
。

中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
周
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

は
、
仏
教
の
地
方
発
展
に
尽
し
た
東
国
武
士
の
比
重
は
相
対
的
に
闘
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
坦
在
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
事
は
困
難
で
あ
る

が
、
禅
宗
に
就
て
は
、
多
少
触
れ
得
よ
う
。
す
な
わ
ち
鎮
四
の
臨
済
抑
は
早
く
も
栄
四
と
共
に
烏
津
忠
久
に
よ
っ
て
薩
摩
に
南
下
し
、
威

信
仰
の
移
動
は
神
社
の
飢
訥
、
寺
院
の
建
立
と
い
う
具
体
的
事
実
に
よ
っ
て
把
捉
し
得
ろ
が
、

ら
、
そ
の
移
動
・
定
著
の
実
態
は
容
易
に
理
解
し
難
い
。
し
か
し
錬
貪
時
代
の
上
土
の
交
通
圏
の
拡
大
か
ら
、
信
仰
以
外
に
も
も
ろ
も
ろ

の
東
国
文
化
が
四
遥
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
東
曰
武
士
の
四
国
移
住
に
際
し
て
も
、
大
友
・
餌
谷
・
山
内
氏
そ
の
他
の
殆
ん
ど
全
て

が
、
あ
く
迄
も
本
貫
名
を
そ
の
ま
＼
名
乗
り
、
東
国
武
じ
と
し
て
の
閏
り
を
把
朽
し
っ
ゞ
け
た
。

こ
の
様
な
守
旧
性
と
東
園
へ
の
断
ち
難

善
愛
著
・
郷
愁
感
か
ら
し
て
も
、
彼
等
が
従
来
の
東
二
風
の
文
化
様
式
を
変
え
る
こ
と
な
く
依
然
持
ち
続
け
た
こ
と
は
、
察
す
る
に
難
く

相
良
長
頼
が
人
吉
に
秤
提
寺
願
戚
寺
を
創
建
し
た
が
、
関
祖
に
は
本
貰
遠
州
常
桐
寺
の
僧
を
迎
え
た
外
、
そ
の
金
堂
は
、
鎌
倉
長
膀
寿

（
矢
的
美
盛
氏
II

様
式
の
美
学
I
I
)

恐
ら
く
も
ろ
（
の
生
活
慣
習
・
言
語
な
ど
の
生
活
文
化
が
彼
等
の
移
動
と
共
に
、

に
そ
れ
は
い
つ
迄
も
武
士
一
族
内
部
に
滞
留
す
る
こ
と
な
く
、

（註二）

そ
の
打
を
共
に
し
、
移
植
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
更

そ
の
周
辺
社
会
に
も
、
徐
々
に
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
。

先
掲
の
広
島
県
山
県
郡
大
朝
新
庄
の

II

田
柏
叩
紙
II

の
中
に
、
坂
東
方
言
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
（
日
本
歌
謡
集
成
巻
五
、
高
野
辰
之
氏
解

説
）
。
し
か
も
こ
の
新
庄
が
東
国
御
家
人
占
川
氏
一
族
と
そ
の
所
を
日
じ
く
す
る
点
か
ら
も
、

れ
た
東
国
方
言
が
民
衆
の
間
に
も
理
解
さ
れ
、
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
従
来
文
化
は
、

た
。
し
か
る
に
鎌
倉
慕
府
の
成
立
に
基
づ
く
東
互
両
国
間
の
交
通
の
発
脳
に
伴
い
、
東
国
文
化
の
西
国
伝
播
か
始
っ
た
。

そ
れ
は
風
俗
・

一
般
に
ぱ
、

文
化
ば
ロ
パ
象
性
を
欠
く
か

氏
「
袢
宗
の
地
方
発
辰
」
四
二
六
・
七
頁
）

礎
を
築
い
た
。

更
に
曹
涸
禅
の
薩
摩
へ
の
発
展
は
、

市
来
氏
に
よ
り
、
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
烏
津
氏
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
。

（
鈴
木
泰
山

応
寺
が
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、

元
亨
三
年
(
-
三
二
三
）
烏
津
貞
久
同
寺
を
再
興
し
、
次
代
に
於
け
る
南
九
州
臨
済
禅
飛
躍
の
誌
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慣
習
・
言
語
・
生
活
様
式
・
信
仰
な
ど
、
広
義
の
文
化
1
1

生
活
文
化
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
東
国
風
の
も
の
が
畿
内
を
超
え
て

西
国
に
伝
播
し
つ

A

あ
っ
た
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
。

（
註
一
）
島
津
氏
に
就
て
は
郡
山
良
光
氏
の
、
麻
生
氏
に
就
て
は
恵
良
宏
君
の
示
教
に
負
う
。

（
註
二
）
郡
山
良
光
氏
に
よ
れ
ば
、
島
津
氏
の
木
牟
礼
の
屋
敷
跡
は
長
さ
一
町
位
の
長
万
形
を
な
す
と
い
う
。
武
蔵
武
士
の
そ
れ
も
ほ
ぼ
そ
の
程
度
で
あ

る
。
（
埼
玉
県
史
三
）
今
後
の
研
究
に
侯
つ
。

鎌
倉
時
代
の
地
方
文
化
の
担
い
手
が
地
方
武
士
で
あ
り
、
彼
害
の
歴
代
居
所
に
居
館
と
共
に
被
官
住
宅
が
設
け
ら
れ
、
神
社
が
勧
語
さ

の
A

―
つ
で
あ
る
。

こ
ヽ
に
東
国
と
四
国
と
の
文
化
交
流
が
見
ら
れ
、

（
拙
稿
「
中
棋
の
信
濫
」
史
学
雑
誌
五
七
ノ
三
•
四
）

れ
、
菩
提
寺
が
建
立
さ
れ
＼
ば
、
そ
れ
は
地
方
行
政
・
経
済
上
の
一
小
中
心
地
と
し
て
の
外
、
時
に
は
文
化
的
景
観
を
集
中
的
に
具
現
す

る
。
こ
れ
ら
地
方
武
士
の
居
館
周
辺
に
は
、
今
日
な
お
文
化
的
遣
産
を
豊
富
に
遣
存
す
る
も
の
ま
A

見
出
さ
れ
ろ
。
金
沢
氏
の
金
沢
文
庫

は
、
そ
の
最
も
著
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
北
条
氏
一
門
塩
田
氏
が
信
濃
小
県
郡
塩
田
地
方
に
築
い
た
塩
田
文
化
も
ま
た
、
そ
の
隠
れ
た
も

か
ヽ
る
例
は
九
州
の
有
力
武
士
に
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

肥
後
相
良
氏
の

II
人
吉
文
化
II

は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

遠
江
相
良
を
本
貫
と
す
る
相
良
氏
が
、
肥
後
人
吉
荘
地
頭
職
を
拝
領
し
て
、

寛
喜
二
年
(
―
二
三
0
)
で
、

は
既
述
し
た
が
、
こ
＼
に
同
氏
の
手
に
よ
り
一
群
の
石
塔
文
化
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

則
ち
熊
本
県
球
磨
郡
湯
前
村
字
東
方
辻
（
但
昭
和
十
七
年
頃
の
地
名
）
の
城
泉
寺
阿
弥
陀
堂
前
庭
に
、

更
に
、
同
所
よ
り
移
さ
れ
た
も
の
に
八
代
市
米
知
徳
氏
（
昭
和
十

中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）

七
年
当
時
）
所
有
に
か
A

る
十
三
重
塔
が
あ
り
、

同
じ
く
寛
喜
二
年
の
製
作
に
か
A

る。

そ
の
外
相
良
頼
平
の
建
立
せ
る
前
掲
山
北
荘
西

―
つ
は
九
重
塔
、
他
は
七
重
塔
で
あ
る
。

七

極
め
て
緩
慢
な
が
ら
一
歩
々
々
進
行
し
つ
A

あ
っ
た
と
観
ら
れ
よ
う
。

日
本
文
化
の
地
域
的
平
均
化
が

こ
の
地
に
移
住
し
、
嫡
庶
共
に
菩
提
寺
を
建
立
し
た
こ
と

二
柱
の
石
塔
婆
が
あ
る
。

共
に
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安
寺
の
境
域
に
も
ま
た
正
嘉
元
年
（
一
―
―
直
七
）
等
の
数
基
の
石
塔
婆
が
造
立
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
一
群
の
石
塔
婆
は
他
に
類
を
見
な
い
独
特
の
様
式
を
共
通
に
具
え
ま
さ
に

11
人
吉
様
式
II

と
も
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

芸
術
的
価
値
は
美
術
史
家
に
よ
り
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
、
大
体
時
を
同
じ
く
す
る
奈
良
般
若
寺
十
三
重
石
塔
や
宇
治
川
の
中
島
に
立
つ

十
三
重
塔
を
凌
ぐ
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
の
石
塔
建
立
の
中
心
人
物
、
す
な
わ
ち
大
旦
那
は
沙
弥
浄
心
で
あ
る
が
、
浄
心
は
矢
崎
美
盛
氏
推
定
の
如
く
、
長
頼
弟
頼
平
法
名
浄

信
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。
則
ち
相
良
氏
に
よ
り
、
こ
の
一
群
の
石
塔
文
化
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の

II
人
吉
様
式
II

の
原
型
は
、
奈
辺
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
矢
崎
氏
は
京
都
、
ま
た
は
錬
倉
に
は
認
め
ら
れ
ず
、

し
か
ら
ば
、

（
以
上
同
氏
「
様
式
の
美
学
」
本
書
の
利
用
は
谷
口
鉄
二
氏
の
教
示
に
負
う
）

た
と
い
そ
れ
が
東
国
と
無
縁
の
文
化
形
態
を
と
る
と
し
て
も
、
東
国
武
士
相
良
氏
一
族
の
築
き
あ
げ
た
独
自
の
文
化
で
あ
り
、
彼
等
の
西

遷
な
く
ば
現
出
し
得
な
い
文
化
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
亦
、
東
国
文
化
の
一
種
の
西
遷
と
解
釈
す
る
こ
と
も
許
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

古
代
律
令
制
度
井
に
荘
園
制
度
の
京
都
を
中
心
と
す
る
一
元
的
交
通
に
あ
っ
て
は
、
西
国
と
東
国
と
の
関
係
・
交
渉
は
極
め
て
疎
遠
・

稀
薄
で
、

い
わ
ば
畿
内
を
中
間
地
帯
と
し
て
、

し
か
る
に
東
国
政
権
の
成

立
に
よ
り
、
交
通
界
は
二
元
化
さ
れ
、
西
国
・
東
国
間
の
交
渉
・
交
通
は
徐
々
に
発
展
し
、
そ
こ
に
文
化
の
交
流
が
齊
ら
さ
れ
た
。
と
く

に
東
国
武
士
の
往
還
・
移
住
の
卓
越
せ
る
九
州
に
あ
っ
て
は
、
東
国
文
化
の
影
響
は
卓
越
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

南
北
朝
期
以
降
、
政
権
の
中
枢
が
京
都
に
戻
る
に
伴
い
、
再
び
交
通
の
一
元
的
領
向
が
促
さ
れ
た
が
、
し
か
し
遠
隔
商
品
流
通
の
発
展

が
こ
れ
を
カ
バ
ー
し
、
西
国
・
東
国
間
の
交
流
は
更
に
進
展
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

結

そ
の
両
側
の
酉
国
・
東
国
は
無
縁
の
世
界
の
蚊
立
で
あ
っ
た
。

本
貫
遠
江
相
良
と
の
関
係
も
明
瞭
で
な
い
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、

中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
（
新
城
）
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